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2016年度 上期
決算 説決算のご説明

(2016年4月1日～9月30日)( )

I. 2016年度上期 決算概要
II. 自動運転と車載用コネクタII. 自動運転と車載用コネクタ
【お知らせ】受注開示の内容変更

2016年10月28日
本多通信工業株式会社

Value by Connecting

代表取締役社長 佐谷 紳一郎
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Ⅰ. 2016年度上期 決算概要
円高進行の中、1Qの低調から脱し、巡航速度へ

Value by Connecting



1. 16/上の実績
3

高進行 中 低調か 脱 巡航速度

単位 百万円

円高進行の中、1Qの低調から脱し、巡航速度へ
2Q(1Q比):営業利益40%増、純利益2.3倍

単位:百万円
16/1Q

(利益率)
16/2Q

(利益率) 1Q比 16/上
(利益率) 前年比( ) ( ) ( )

売 上 高 3,883 4,220 1.1倍 8,103 ▲7%

営業利益 234
(6.0%)

329
(7.8%)

1.4倍 563
(6.9%)

▲24%
(6 0%) ( 8%) (6 9%)

経常利益 142
(3 7%)

326
(7 7%)

2.3倍 468
(5 8%)

▲36%
(3.7%) (7.7%) (5.8%)

純利益 116
(3 0%)

268
(6 4%)

2.3倍 384
(4 7%)

▲43%

Value by Connecting

(3.0%) (6.4%) (4.7%)
期中レート 1$=108円 102円 105円

2.四半期･半期 業績推移
4

来 営業利益率

4 349 4 380 単位:百万円

2Q:15/2Q以来の営業利益率>7%へ
16/上:為替影響を除けば、15/下比で増収増益

4,349 4,380 4,125 4,265 
3,883 

4,220 

385

単位:百万円

通信/FA
減販 車載385 

354 

275 287
234

329 
(8.1%)

(8.9%)

(6 7%)
(7.8%)

売上高

車載
商流変更

234 (6.7%)(6.7%)
(6.0%)

売上高

営業利益
(営業利益率)

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q 16/1Q 16/2Q

1$=121円 122円 122円 115円 108円 102円
期中レート

15/上 [1$=121円] 15/下 [118円] 16/上 [105円]

売上高(105円換算) 87.3億円(82.6億円) 83.9億円(79.8億円) 81.0億円
営業利益(105円換算) 7 4億円(6 3億円) 5 6億円(4 6億円) 5 6億円

Value by Connecting

営業利益(105円換算) 7.4億円(6.3億円) 5.6億円(4.6億円) 5.6億円
同利益率(105円換算) 8.5%(7.6%) 6.7%(5.8%) 6.9%



3.分野別の売上推移
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増 込 通 復1Q→2Q:10%増、見込み通り回復
車載:20円の円高(122円→102円)の中、前年並みを維持単位:百万円

( )内:構成比
対16/1Q

535 662 
534 769 697 

市場の堅調に加え、大口案件
が寄与
半期で過去最高売上を達成(12) (15)

対16/1Q

情報

その他
+12%

4,349 4,380
4,125 4,265

3,883
4,220

496 518 568 507
532 

440 

769 
623 

半期で過去最高売上を達成
大型モニタ向の1Qでの完納と
CMOS調達難によるDSC減産
により低調

(11)

( )

(14)

(13)

(12)

(15)
(18)

(12)
民生

情報

(14)

(16)
(10)

(17)

▲17% 

1,324 
1,477 

1,518 1,474 1,174 1,470 

商流変更(影響2.5億円減)完了
車載カメラは対前年20%増(数
量)と継続拡大

により低調

(30)

(37)
(34)

(35)
車載

(30)

(14)

(35)

+25% 

989 
801 

723 685 823 783 

中国スマホ設備のPeak-Outと
工作機械の受注減で減販

量) 継続拡大

(23)

( )

(18)

(35)

FA

(30) (35)

▲5%

908 831 719 712 641 737 

685 823 

国内FTTH向の在庫調整が終了
16/1Qを底に反転(21) (17)

(18)

(19)

(18)
(16)

(17)
通信

FA

(17)

(21)

(17)

(19)

+15%

Value by Connecting
15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q 16/1Q 16/2Q

(17)( ) (17) (17) (17)

4.営業利益 15/下:16/上 比較
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諸施策が奏功 体質強化が進
単位:百万円

諸施策が奏功、体質強化が進展
実質的には20%の増益を実現

562

合理化
+40商流変更

売上構成等
+38為替

効果
100

562

年金改革
+40

+40
人材投資

▲65
+13

固定費減
+35

100

変動原価低減
自動化 調達合理化

462

563
+35 タイ販社設立

SCM戦略で
コスト/スピード強化

自動化、調達合理化
歩留まり改善 etc.

コスト抑制
為替水準に合わせた462

年金改革
持続可能性を重視

為替水準に合わせた
費用コントロール

実質20%･1億円 増益15/下 16/上

持続可能性を重視
確定給付⇒確定拠出

Value by Connecting

実質20%･1億円 増益
1$=118円 1$=105円

期中レート



5. 16/下の分野別動向
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上期比 桁 伸 を 指
単位:百万円
( )内:構成比 ◆16/下の動向 (対16/上)

上期比 2桁の伸長を目指す

8 729

1,197
1,303 1 320

海外:大口案件が低調
国内:新規顧客&用途が立ち上がり

マ ケットは依然好調
(14)

(16) 情報
その他

8,729 8,390 8,103合計

1,014
1,075 972

1,320 マーケットは依然好調
大口案件の終了、中小口を積み上げ

2Qでマイナス要素が出尽くし

(12)

(16)

(13) 民生

情報

(12)

(16)

2,801
2,992 2,644 国内モデルチェンジ車が好調

中国カ ナビ向けで増販

Qでマイナス要素が出尽
中国監視カメラ向けで需要増

(32)
(36)

車載
(33)

1,790
1,408 1,606

工作機械は低調を予想
ロボティクス、IoT関連は拡大傾向

中国カーナビ向けで増販

(21)
(17) (20)

FA

1,739 1,431 1,378 アクセス系は2Qからの回復継続
基地局などインフラ系に多少動き(20)

(17)

(17)
通信

(17)

(20)

Value by Connecting
15/上 15/下 16/上

6.通期業績予想
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想定為替 変 伴想定為替レートの変更(1$=110円→100円)に伴い
下方修正をします

単位:百万円

年度 16年度 16年度 ご参考15年度
(利益率)

16年度
当初計画 前年比 16年度

修正計画 前年比 ご参考
(為替感応度)

売上高 17 119 17 500 102% 17 000 99%売上高 17,119 17,500 102% 17,000 99%
1円/$の円高で

売上高営業利益 1,301
(7 6%)

1,300
(7 4%)

100% 1,150
(6 7%)

88%

▲0.6億円

営業利益

営業利 (7.6%) (7.4%) (6.7%)

経常利益 1,237
(7.2%)

1,300
(7.4%)

105% 1,100
(6.4%)

88%

▲15百万円
( ) ( )

当期純利益 1,364
(8.0%)

1,150
(6.6%)

84% 1,000
(5.8%)

69%

Value by Connecting

為替レート 1$=120円 当初:110円 → 変更:100円
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Ⅱ.自動運転と車載用コネクタ

Value by Connecting

1.車載カメラの役割と進化
10

自動運転 向 か 測 進化 搭載数 増大自動運転に向け、“見る”から“測る”へ進化、搭載数も増大

【運転支援】 【高度運転支援】 【準 完全自動運転】
2025年2020年2015年

【運転支援】
センシング

【高度運転支援】
検知距離拡大

【準･完全自動運転】
360度センシング

・衝突防止
車線維持支援

・分合流
交差点通過

・追従走行
車線変更・車線維持支援

・駐車アシスト
・交差点通過・車線変更

前遠方レーダ

ステレオカメラ

前方レーダサラウンド
ビュービュー

サイド/ルーム/バック
バックカメラ

後方レーダ
後方レーダ

サイド/ル ム/バ ク
カメラ

Value by Connecting
1~2個カメラ

搭載個数 / 1台 5個以上 10個以上



2.車載用コネクタのロードマップ
車載 共 クタ 進化
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2025年2020年2015年
運転支援

車載カメラと共にコネクタも進化

自動車の
進化 完全自動運転

準自動運転

ミラーレス

運転支援

車外通信
(車路間/車車間)車内LANセンシング

車載カメラの
進化

3メガピクセル
10Gbps

2メガピクセル
5Gbps

1メガピクセル
1~3Gbps

0.3メガピクセル
144Mbps

ミラ ス (車路間/車車間)車内シ グ

開発中当社商品
･カメラ用 TAC

アナログ

TAC
デジタル

TACアナログ
普及品

TAC
デジタルⅡ

TAC
デジタルⅢ

TACデジタル
普及品

済

済

開発中

開発中
TAC

TAK-A

普及品

TAK-V

TAT

TAK-V Ⅱ TAK-V Ⅲ

TAT Ⅱ

･接続/中継用
普及品

TAT Ⅲ

済 済

済

開発中
TAC

開発中

車載Ethernet用
コネクタ 光ファイバ(POF)

コネクタ

･車内LAN用
開発中

開発中

TATTAK

Value by Connecting

2,000万個
売上100億

1,000万個
売上58億

供給量
売上

ネクタ
5,000万個
売上 200億

3.当社の技術戦略
ジタ 化 難 を グ技術 解決
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デジタル化による難題をアナログ技術で解決

伝送
2025年2020年2015年

伝送の
高速化

小型/軽量化 耐熱性コネクタ

3メガピクセル
10Gbps

2メガピクセル
5Gbps

1メガピクセル
3Gbps

0.3メガピクセル
144Mbps

量産化

アナログタイプ デジタルタイプ

ノイズ対策防水性 放熱性 車載用POF
コネクタ

小型/軽量化 耐熱性コネクタ
の課題 耐振動性

ハイスピード

量産化

アナログタイプ

【防水構造】

デジタルタイプ

メタル

ハイスピ ド
デジタルタイプ

【防水構造】

【最適シールド】 ◆POFの特徴
･軽い
･曲がる

【放熱構造/樹脂】

･樹脂メーカとの共同開発 ･放熱構造の技術開発
･高信頼接続技術の開発 ･解析技術の高度化

曲がる
･ノイズ影響なし

Value by Connecting

･要素技術の深堀 ･O/E変換モジュールの小型化 ･量産技術の確立光



【お知らせ】受注開示の内容変更
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半期毎 開
従来

16/3Qより四半期毎のみ開示します

•月次単体受注
四半期単体受注•四半期単体受注

※毎月開示

半期単体受注

今後

四半期単体受注
※四半期毎の開示

Value by Connecting
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Value by Connecting


